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建設環境委員会会議録 

 

令和５年７月２０日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時３６分閉議（実時間８４分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第４３号・令和５年度八代市一般会計

補正予算・第３号（関係分） 

１．議案第４６号・専決処分の報告及びその承

認について（令和４年度八代市一般会計補

正予算・第１４号（関係分）） 

１．議案第４９号・市道路線の認定について 

１．所管事務調査 

 ・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

 ・生活環境に関する諸問題の調査 

 （住生活基本計画について） 

 （氷川町可燃ごみの受入れについて） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  上 村 哲 三 君 

副委員長  谷 川   登 君 

委  員  太 田 広 則 君 

委  員  木 村 博 幸 君 

委  員  谷 口   徹 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 市民環境部長     嶋 田 和 博 君 

  市民環境部次長   岩 崎 伸 一 君 

  環境課長      中 川 順 一 君 

  循環社会推進課長  田 中 和 彦 君 

 建設部長       西   竜 一 君 

 
  建設部総括審議員兼 
            野 間 卓 志 君 
  次長 
 

  土木課長      福 浦 亮 二 君 
 
  住宅課長補佐兼 
            村 上 修 一 君 
  市営住宅係長 
 

 総務企画部 

  坂本支所産業建設課長 森 田 良 一 君 

  泉支所産業建設課長 薄 田 智 徳 君 

                              

○記録担当書記     村 上 政 資 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○副委員長（谷川 登君） それでは、定刻と

なり、定足数に達しましたので、ただいまから

建設環境委員会を開会いたします。 

 本日の委員会は、諸事情のため、委員会条例

第１２条第１項の規定により、私が代わって委

員長の職務を行いますので、御了承お願いしま

す。 

 それでは、本日の委員会に付します案件は、

さきに配付してあります付託表のとおりであり

ます。 

 なお、令和２年７月豪雨に関する予算、事件、

条例案等につきましては特別委員会に付託とな

りますので、御承知お願いいたします。 

                              

◎議案第４３号・令和５年度八代市一般会計補

正予算・第３号（関係分） 

○副委員長（谷川 登君） 最初に、予算議案

審査に入ります。 

 まず、議案第４３号・令和５年度八代市一般

会計補正予算・第３号中、当委員会関係分を議

題として、説明を求めます。 

 それでは、歳出の第４款・衛生費について、

市民環境部から説明お願いします。 

○市民環境部長（嶋田和博君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）市民環境部長の嶋田でございま
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す。 

 本日は、議案第４３号・令和５年度八代市一

般会計補正予算・第３号中、衛生費分につきま

してですね、御審議をお願いしたいと考えてお

ります。説明のほうは岩崎次長より行いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○市民環境部次長（岩崎伸一君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）市民環境部の岩崎でございます。よろし

くお願いいたします。着座にて説明させていた

だいてよろしゅうございますでしょうか。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○市民環境部次長（岩崎伸一君） それでは、

予算書の３ページを御覧ください。 

 款４・衛生費で、補正前の額４６億６９２９

万６０００円に補正額１９１８万７０００円を

計上し、補正後の額を４６億８８４８万３００

０円とするものでございます。 

 続きまして、１５ページを御覧ください。 

 上の表、款４・衛生費、項２・生活環境費、

目２・環境保全対策費で１９１８万７０００円

を補正し、補正後の額を４７１９万２０００円

とするものでございます。 

 内容につきましては、右側の説明欄にござい

ますとおり、地球温暖化対策推進事業（重点交

付金）に係る費用でございます。これは、物価

高騰の影響を受けている市民を支援するととも

に、ゼロカーボンに向けた省エネ対策の一助と

して、省エネ性能の高い家電への買換え経費の

一部を補助する費用を補正するものでございま

す。 

 事業内容としては、令和５年８月から１０月

までの期間内に、市内の店舗で省エネ基準を満

たした対象家電への買換えを行われた市民に対

し、定額で２万円を補助するものであり、詳細

につきましては別添資料に記載させていただい

ております。 

 また、特定財源といたしましては、国の新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

９５９万４０００円、県の物価高騰対応生活者

支援交付金９５９万３０００円を計上いたして

おります。 

 以上で、八代市一般会計補正予算・第３号

中、第４款・衛生費の説明といたします。御審

議のほど、よろしくお願いいたします。 

○副委員長（谷川 登君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（谷口 徹君） この地球温暖化対策推

進事業は、令和４年の１２月にも補正で上がっ

てますけども、そのときの目的としては、前回

はですね、エネルギー等の物価高騰に伴う家庭

の費用負担軽減だったんですが、今回はゼロカ

ーボンというのが目的に付加されてますけど

も、その辺の経緯を分かれば教えていただきた

いと思います。 

○環境課長（中川順一君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

環境課の中川でございます。 

 今、委員から御質問がございました目的でご

ざいますけれども、費用負担軽減というのは当

然ございますけれども、本市、御承知のとおり

令和４年２月にゼロカーボンシティー宣言を行

ったところでございまして、この省エネ対策、

省エネ家電への買換えということで、温室効果

ガスの削減にもつながるというところでござい

まして、私どもといたしましては、各家庭にお

いて省エネ対策を進めていくことは、電気使用

料の節減はもとより、温室効果ガスの削減、ま

た、ひいてはゼロカーボンシティー実現のため

に非常に重要な取組というふうに認識しており

まして、今回の補助を通しまして省エネ性能に

も目を向けてもらうことは当然なんですが、カ

ーボンニュートラル、ゼロカーボンにもつなが

る取組であるということを周知していきたいと

いう考えから、そのような表記にさせていただ
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いたところでございます。 

 以上でございます。 

○副委員長（谷川 登君） よろしいですか。 

○委員（谷口 徹君） ありがとうございまし

た。 

 さらにまた質問なんですけども、補助件数が

今回は９００件ということで、前回の倍以上に

なってますが、財源がですね、前回は国庫支出

金だけだったんですが、今回は県の支出金も含

めてなってますけども、増額になった理由、そ

の財源がプラスされた理由があれば教えていた

だきたいと思います。 

○環境課長（中川順一君） 環境課の中川でご

ざいます。 

 昨年１２月定例会での補正での補助予定件数

といたしましては４００件に対しまして、今回

９００件ということで、約、おっしゃるとおり

倍増という形になってございます。こちらにつ

きましては、省エネ家電の買換え需要等につき

ましていろいろお聞きしましたところ、やはり

夏と冬の買換えの需要が高いということと、そ

れから、これ、算定するに当たりましては、廃

棄台数から推定しておるところでございますけ

れども、前回の家電の買換えの補助の状況を踏

まえまして、今回９００件として算定したとこ

ろでございます。 

 また、財源につきましては、前回は全額、新

型コロナの臨時交付金でございました。今回

は、先ほど御説明いたしましたとおり、約半分

を国の交付金、それから、半分を県の交付金と

いたしております。当初、私どもといたしまし

ては、全額国の交付金を想定しておりましたけ

れども、県の交付金につきましてもですね、こ

の補助事業につきまして充当が可能と、また、

併用も可能ということになりまして、予算化の

途上においてですね、そのような判断になった

というふうに伺っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（谷口 徹君） はい、ありがとうござ

いました。 

 最後にですね、前回はエアコンが省エネ基準

達成率１１４％の機種が対象だったんですけど

も、今回は１００％というふうになってます。

その基準年が２０１０年と２０２７年、違うん

ですけども、その辺の基準の違いというのも教

えていただけますでしょうか。 

○環境課長（中川順一君） 環境課の中川でご

ざいます。 

 今回の補助対象製品といたしまして、冷蔵庫

につきましては前回同様といたしておるところ

でございますが、エアコンにつきましては、目

標年度を２０２７年度の省エネ基準達成率１０

０％。前回が目標年度２０１０年度の基準達成

率が１１４％といたしておりまして、エアコン

につきましては省エネ基準達成率を変更いたし

たところでございます。 

 省エネ基準達成率につきましては、御承知か

と思いますけど、家電製品などに定められてお

りまして、定期的に見直しがなされているよう

な状況でございます。 

 エアコンにつきましては、昨年１０月からで

すね、実は目標年度２０１０年度のものと２０

２７年度のものが併用使用されているような状

況でございましたが、今度の１０月からは２０

２７年度の基準のみしか表示できなくなるとい

うことを踏まえまして、２０２７年度の省エネ

基準達成率のほうへ変更させていただいたとこ

ろでございます。 

 また、１００％といいますのは、国の交付金

の趣旨上、省エネ性能の高い家電への買換えに

対する交付金という目的がございますので、少

なくとも我々といたしましては、新基準でもご

ざいましても１００％以上ということで考えて

おるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（谷口 徹君） ありがとうございまし
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た。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（木村博幸君） 期間のことですが、３

か月間ということで、これはさておき、８月１

日からということの３か月については、先ほど

需要期間というのが夏場と冬場とありますが、

一般の方々は夏場に買換えようかというときに

は、どうしても工事関係とかそういうことで早

くからですね、５月、６月ぐらい、よそが混ま

んときにですね、買換えをよくされたのかなと

思うんですけど、８月からというと、よっぽど

そのとき壊れん限りはですね、買換えというの

はなかなか今さらというのがあるかもしれませ

んが、そういうことであるとですね、せめて、

ちょっと議会がですね、７月開会の議会になっ

て、６月定例会がちょっと遅れておりますが、

これをせめて一月前倒しぐらいで７月からの買

換えの方についても救済措置か何かというのは

できないかなと、ちょっと今思ったところです

けど、８月からにされた理由というのはやっぱ

り議会のことだったのかなと思いますが、その

辺についていかがでしょうか。 

○環境課長（中川順一君） 環境課の中川でご

ざいます。 

 補助の期間につきましては、やはり議決後と

いうことでですね、考えておるところでござい

ます。 

 しかしながら、８月１日ということで、もう

期間も御予算認めていただければ、期間がござ

いませんので、我々としましてはその周知にで

すね、しっかり取り組んでいきたいと思ってお

ります。具体的には、今回、予算計上させてい

ただいておりますけれども、市報への折り込み

チラシとしてはどうしても９月号ということに

なってまいりますけれども、それ以外にも市の

ホームページでございましたり、あと、こちら

のほうで発行しております環境情報紙しろくま

だよりというのがございますが、こちらのほう

をできるだけ早く町内回覧のほうをお願いした

いと考えております。また、家電の販売店のほ

うにもですね、個別にですね、連絡をですね、

していきたいというふうに考えておるところで

ございます。 

 以上でございます。 

○市民環境部長（嶋田和博君） ちょっと補足

させていただきますけども、７月分ですかね、

遡及適用できないかということなんですが、今

回の新基準につきましてはかなりハードルが高

うございます。価格帯としても通常のエアコン

と比べてかなり高いということでですね、何ら

かのインセンティブがないとなかなかそれを購

入しようという動機づけがありません。恐らく

ですね、今回、もう既に買われた物に手当をし

ようと思っても、その対象というのは非常に少

ないかなというふうに想像します。 

 それと、今回のこういった省エネ家電につい

てのインセンティブを与えることによって、動

機づけで、じゃあ少し高いけど背伸びして買っ

ちゃおうかなという、それについては、いわゆ

る環境への配慮とか、ゼロカーボンに向けた取

組とか、そういった意識の醸成あたり、市民の

方々のですね、意識改革と行動変容まで期待し

てのことですので、あえて今回議決後の適用と

させていただいております。 

 以上です。 

○委員（木村博幸君） 了解しました。そうい

う理由があって意識づけということであればで

すね、救済措置なんかよりそちらのほうをやっ

ぱ優先ということを理解しました。ありがとう

ございました。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） この事業は推進の事業

ということで理解をしておるわけですよね。

今、執行部が説明なされたように理解をいたし
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ました。いろいろと問題はあると思いますよ

ね。その中で１つだけですね、これ、先着順と

いうのを掲げとるじゃなかですか。これ、先着

順が、我々議会から言わせれば、やはり執行部

というのが自治体である以上はですね、不公平

さをなくすというのが一番大事なことだよ。公

平性を保つということが。そういうわけで、指

摘じゃないですけども、この先着順て書かれた

意味をちょっと聞かせてください。 

○環境課長（中川順一君） 環境課の中川でご

ざいます。 

 委員おっしゃるとおり、公平性という観点か

らの先着順というのはいかがかというところで

あるかと思いますけれども、限られた予算の

中、我々としましては、３か月間の中でです

ね、十分な予算というふうに認識が、今回計上

させていただいておるところではございますけ

れども、先着順というところで、限られた予算

というところもございまして、そのような記載

にさせていただいておるところでございます。 

 以上でございます。 

○市民環境部次長（岩崎伸一君） 補足で説明

させていただきます。 

 前回、１２月補正でお願いしたときにも、当

初は４００件程度だったんですが、８００件ほ

どに増やしまして、実績として合計で７６３

件、予算内にきちんと収まった形で補助ができ

たところでございまして、先般の委員の御指摘

にもあったとおり、やっぱりちゃんと行き届か

せる。申請されたけども、それでも補助ができ

ないというふうなことはないように、今回、９

００件というしっかりとした数のほうを準備さ

せていただいてる。 

 ただ、書きぶりとしては先着となってますけ

ども、我々としては、申請いただいた方には全

て行き通るというところをバックのほうに制度

としてちゃんと準備しまして、それで補助させ

ていただきたいというふうに考えてるところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 今、次長の説明の中で

ですね、そういう説明をさっきからずっとはっ

きり言って、分析じゃないですけどね、今の答

弁の中で。まずは市民への周知、この推進の事

業ということを頭に入れておかなければいけな

いんですよね。どうやって推進をしていくかと

いうことは、これはやっぱり市民の方々の不公

平さというのが、これはもし漏れた方々があっ

たときですよ、じゃあどう対処するのか。必ず

行政に対する不平不満というのは出てくるわけ

ですよね。そういうことを考えた中で、周知の

徹底はもう何かでされておると思うんで、それ

は信頼をしておりますけどですね。今後、その

周知の方法というのをどのような方法でなされ

るか分かりませんけども、徹底をした中で、も

しこの９００件以上、１０００件以上になった

ときに、やはり先着順となったときには。この

先着順というのは何かひっかかるんですよね。

市民の方に自治体が先着順で受付をしてから、

じゃあ、あなたは駄目ですよと、何時何分に締

め切ったから駄目ですよという、こういう対応

というのは、私は自治体はすべきじゃないとい

うふうに思うんですね。ですから、これは削除

するか何かしたらいいんじゃなかろうかと思い

ますけどもね。先着順というのは。もう既に、

先ほど来、中川課長が説明されたように、いろ

いろと積算をされた中でのですね、結果だと思

うんですよね。そういう中で私は理解をしま

す、今回の予算計上というのは。そうなればで

すね、この先着順というのは何かおかしいなと

いうような気持がしてならないんですけども、

いかがですかね。 

 いや、削除しなくてもいいんですよ。 

○市民環境部長（嶋田和博君） 先ほど次長も

説明しましたとおり、前回のこちらの第１弾を

実施する際にも、山本委員のほうから御指摘を
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いただいておりました。実際、当初の予算を上

回る申請がありまして、その後、交付金の枠が

ございましたので、それで対応させていただき

ました。今回につきましてもですね、不公平性

が生じないように、臨機応変に対応していきた

いというふうに考えております。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（太田広則君） 先ほど来からちょっと

出てるのをちょっと総括的に、ちょっと意見を

言いたいなと思います。 

 ８月から、８、９、１０という３か月でエア

コン、冷蔵庫。冷蔵庫は、基本的に壊れないと

買い換えないと思うんですね。だから、買換え

に特化してるんであれば、増設も駄目なんだ、

増大も駄目なんであればですね、やっぱり一

番、エアコンもそうですよ、６月、７月です

よ。今の時期ですよね、買い換える。この方々

は８月からの遡って１か月間の領収証を持って

きてくださいというあれがないようですので、

ここで線引いたときの差というのをね、もうち

ょっと時期を、議会は遅くあったとしても、も

っと早くね、この猛暑の時期にこういうのを上

げてほしかったなというふうにちょっと残念に

思っております。 

 以上です。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（谷口 徹君） 先ほど、中川課長の冒

頭の説明で、地球温暖化対策実行計画の話があ

ったと思うんですけども、こちら、策定が済み

ましたら、ちょっとその概要についてお知らせ

いただければと思います。お願いいたします。

（｢意見だけん」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） 意見ですので、意

見で終わります。ほかにありませんか。 

○委員（木村博幸君） 意見ですね。太田委員

とかぶりますけど、やっぱり需要期間というの

があって、私はですね、知り合いに――工事業

者の方とお話ししたことがあるんですが、夏場

の工事なんて、それはとても屋根の上には上れ

ませんと。死に物狂いですと。水なんか飲んだ

って追いつきませんと。まず、立っとられませ

んというようなことで、この時期の買換えの工

事に入られる業者の方々、非常に大変というこ

とですので、どうしても私たちに勧められるの

は、涼しいうち、４月、５月、６月、この辺に

は終わるように発注していただくと、私たちは

非常に助かりますと。需要が混み合いますが、

それでも暑いときに比べると非常に私たちは作

業をやりやすいということを聞いておりますの

で、こういう案件が次回あれば、早めのほうに

ですね、予算につけていただければなと思いま

す。 

 以上です。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上で

第４款・衛生費について終了します。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午前１０時２３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２４分 本会） 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第７款・土木費及び１０款・災

害復旧について、建設部から説明願います。 

○建設部長（西 竜一君） 皆様、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）建設部長の西でございます。 

 それでは、本委員会に付託されました議案第

４３号・令和５年度八代市一般会計補正予算・



 

－7－

第３号の建設部所管分につきまして、野間総括

審議員兼次長より説明いたさせますので、よろ

しくお願いいたします。 

○建設部総括審議員兼次長（野間卓志君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）建設部の野間でございます。よ

ろしくお願いいたします。着座にて説明させて

いただきます。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○建設部総括審議員兼次長（野間卓志君） そ

れでは、お手元の議案第４３号・令和５年度八

代市一般会計補正予算書・第３号をお願いいた

します。 

 １７ページをお開きいただき、下段の表を御

確認ください。 

 款７・土木費、項２・道路橋梁費、目２・道

路維持費は、補正額２３６０万を増額補正し、

４億６９３０万３０００円としております。 

 補正額の財源内訳につきましては、国庫支出

金の防災・減災対策等強化事業補助金が１１８

０万円、地方債の過疎債が１１８０万円でござ

います。 

 補正額の内訳は、節１２・委託料を３６０万

円、節１４・工事請負費を２０００万円増額す

るものでございます。 

 別冊の委員会資料、議案第４３号、建設部所

管分の３ページを御確認ください。 

 拡大図に示すとおり、工事箇所は坂本町のさ

かもと温泉センターに通じる市道温泉センター

線になります。 

 ４ページをお願いします。 

 令和５年３月２９日及び４月１６日の２度に

わたり、下の写真①、②にお示ししますとお

り、のり面の一部が崩壊し、一時的に全面通行

止めとなりました。その後、崩土の撤去や仮設

の土留め工事などを実施し、現在は交通を開放

しているところです。 

 今回の補正は、早急に安全な通行を確保する

必要があることから、国の防災・減災対策等強

化事業を活用し、平面図や横断図に示すとお

り、のり面保護工事を行うものでございます。 

 それでは、予算書に戻っていただき、１９ペ

ージ、下段の表を御確認ください。 

 款１０・災害復旧費、項２・公共土木施設災

害復旧費、目１・道路橋梁施設災害復旧費は、

補正額３３００万円を増額補正し、８億２６９

６万６０００円としております。 

 補正額の財源内訳につきましては、国庫支出

金の公共土木施設災害復旧費負担金が２２０１

万１０００円、地方債の災害復旧事業債が９８

０万円、一般財源１１８万９０００円でござい

ます。 

 補正額の内訳は、節１４・工事請負費を３３

００万円増額するものでございます。 

 別冊の委員会資料、議案第４３号、建設部所

管分の５ページを御覧ください。 

 この事業は、昨年１０月に本委員会で御視察

いただきました令和４年９月の台風１４号で被

災しました八八重・四方田線の地滑り箇所の災

害復旧工事になります。 

 ６ページをお願いします。 

 黄色の破線で示している地滑り箇所での道路

復旧には相当な時間を要することから、赤実線

で示す位置に迂回路を設けることとしておりま

す。地滑りの影響範囲等を現地で再度調査した

結果、経路の変更が必要となったため、今回、

事業費の増額分を補正するものでございます。 

 以上、議案第４３号・令和５年度八代市一般

会計補正予算・第３号のうち、本委員会に付託

されました建設部所管分についての説明を終わ

ります。御審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

○副委員長（谷川 登君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（谷口 徹君） 温泉センター線の件で



 

－8－

すけれども、令和３年の９月にものり面のモル

タル吹きつけに空洞クラックがあったというこ

とで工事がなされ、補正予算が組まれましたけ

れども、今回はこの箇所とは別のところになり

ますかね。 

○坂本支所産業建設課長（森田良一君） 森田

です。よろしくお願いします。 

 今回の箇所は、前回の位置より起点側に約９

０メートル手前の地点となります。 

 以上です。 

○委員（谷口 徹君） ありがとうございまし

た。 

 この路線は、結構のり面が崩れたりとかする

危険がほかにもはらんでるような道路なんでし

ょうか。 

○坂本支所産業建設課長（森田良一君） のり

面以外の状況については、状況に応じて対応す

ることになっています。すいません。 

○委員（谷口 徹君） すいません、質問の仕

方が悪かったです。 

 路線自体が結構のり面とか急傾斜地が多く

て、そのような工事が今後もあるのかどうか、

可能性があるかどうかをお聞きしたかったんで

す。 

○坂本支所産業建設課長（森田良一君） 失礼

しました。 

 この路線では実施しておりません。 

○建設部長（西 竜一君） すいません、補足

させていただきます。 

 当該路線につきましては、のり面等のです

ね、調査等はですね、実施はしているんです

が、実際問題破損個所が見つかればですね、そ

の都度対応しているというような状況で、最近

では、令和３年のほうにですね、補正予算でさ

せていただきました。もともと吹きつけをして

あったところがひび割れと浮きが目立ったとい

うことで、実際そこをですね、新たにのり面の

ですね、吹きつけ工事を行っております。 

 この路線につきましては、おっしゃるとおり

崖等がありますので、場所場所によってはです

ね、落石防護柵であったり、先ほど言いました

のり面の工事であったりというのを行っており

ます。 

 ですので、今回のところにつきましてはです

ね、落石防護柵等はですね、設置してあったと

ころではございますが、のり面自体がですね、

崩壊したということでなっております。 

 この路線につきましてはですね、そういう形

でいろんな保護工事等は、現在、進んでおると

ころでございますが、必要な箇所については随

時やってるということで、今回起こったところ

は昨年に続いた別の場所ということになりま

す。 

 以上、説明を終わります。 

○副委員長（谷川 登君） いいですか。 

○委員（谷口 徹君） はい、ありがとうござ

いました。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 災害復旧で説明をいた

だいたんですが、これ、先ほど来、私たち委員

会で現地の視察を、地滑りの状況を視察をいた

しましたですね。あの地点かな。あの場所か

な。（｢そうです。泉のですね」と呼ぶ者あ

り）迂回路ということで、その現場での質問を

し、その地域住民の方々もですね、急いで迂回

路の復旧をしていただきたいと。迂回路を造っ

ていただきたいという、そういう要望もあっ

て、今、委員長を務めておられます地元の議員

がですね、一生懸命御発言をされた。今、ちょ

っと浮かんできたんですけども。地滑りのこの

地域については、迂回路ができなければ手つか

ずの状態の状況なんですか。それとももう工事

は着々と進んでいるんですか。そこまでは確認

させてください。 

○建設部長（西 竜一君） この地滑りの箇所
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につきましては、地盤の調査が必要ということ

で、今、ボーリング等をですね、行なって、と

か、ひずみ計を使いまして、今、観測を続けて

いるところでございます。この状況のですね、

観測を、長期間になるんですが、それを続けま

して、のり面の状況がどういうふうになってい

るかというのをですね、その観測データをもっ

て判断してですね、復旧工事には取りかかりた

いというふうに考えておりますので、今やって

いるのはその地盤調査を行っているということ

で、それに長期間かかりますので迂回路を設置

するという工事を発注しようということで補正

等を組ませていただいております。 

○委員（山本幸廣君） 今、西部長が説明をさ

れたのが、当時の現場で説明されたその考え方

とほとんど変わらないんですよ。私が聞いた内

容ではですね。その当時も同じような状況で、

早く地盤等々のですね、ボーリング等々をしな

きゃいけないということで、私は理解をいたし

ておるんですけども。どうしても、その迂回路

がなければその工事もできないような状況だと

思うんですけども、工事は下からできるんです

よね。それはいつ頃から、そしたら、めどは立

ってるんですか、検査が終わるという。 

○建設部長（西 竜一君） 今、地盤調査を続

けているということでですね、継続的に調査を

しなければ地盤の動向が見込めないということ

で、最低でもですね、１年はしなくちゃいけな

いものと。来年の梅雨時期ぐらいまでとかです

ね、そういうスパンでの調査ということになり

ますので、その観測結果を、継続的にですね、

調査をしております。ここで早くですね、その

判断がつけばですね、工事に入るということに

なりますが、大きな山でございますので長期に

観測をしなくてはならないという状況ですの

で、すみません、今の段階でいつ頃に復旧工事

に着手しますとかいうお話はちょっとできない

ような状態でございます。申し訳ありません。 

○委員（山本幸廣君） 御理解いたします。こ

の補正の３３００万円の補正については、これ

で足りますか。 

○建設部長（西 竜一君） 実は、迂回路を設

置しますということで、当初予算でですね、組

んでおりました。ところが、その中でどこのル

ートを迂回路を通すかということを調査しまし

たところ、ちょっと大きく迂回しなくてはいけ

ないというような状況が出てきましたので、今

回、その追加分を補正させていただいてること

で、当初予算及び今回の補正予算で迂回路の設

置工事は完了するというふうに考えておりま

す。 

○委員（山本幸廣君） 事業費が６２００万円

ということで、事業費の額が出ておりますの

で、その追加についてというのは２工区か何か

かな、その３３００万円。その迂回路をしなき

ゃいけないということに進めていただいとるわ

けですけど、一日も早く、やっぱ迂回路が完成

できるように努力をしていただきたいと思いま

す。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（木村博幸君） 今出てます四方田線の

迂回路等の件ですが、実際私も見に行ったとき

に、かなりやっぱ大きなことで期間かかるなと

いうことでの迂回路なんですけど、この迂回路

についてですが、幅が３メートルということ

と、この地図では分かりづらいですけど、結構

鋭角に曲がってるところがあるので、非常に危

ないところでの迂回路のところがあるのかなと

いうことで、実際、離合するところを適所に設

けてあげないと、なかなかどちらかがバックせ

にゃんなというところで、適切な位置に離合す

る場所をですね、設けてあるのかどうか、ちょ

っとお聞きしたいと思います。 

○泉支所産業建設課長（薄田智徳君） 泉産業

建設課の薄田です。おはようございます。
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（｢おはようございます」と呼ぶ者あり） 

 今回の迂回路の設計ですけれども、あくまで

も応急、仮の道としておりますので、一応３メ

ートルとしております。現在のところ、迂回路

等は設置の計画はございませんが、今後、地元

の方が利用するに当たりまして必要と判断され

れば、変更等で対応可能な分は対応していきた

いと思っております。 

 また、線形の急カーブ等につきましては、結

構縦断勾配とかがちょっと厳しい関係で、いろ

いろ４ルートほど検討したんですけれども、一

番カーブも緩く、検討した結果でございます。 

 以上、お答えといたします。 

○委員（木村博幸君） 離合箇所は検討されて

たんでしょうか。 

○泉支所産業建設課長（薄田智徳君） 離合箇

所は、今のところ検討はしておりません。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上で

質疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（木村博幸君） 先ほどの質問の続きに

なりますが、恐らく長い間、この迂回ルートを

使う形になると思います。地域のやっぱり観光

業の方も若干いらっしゃいまして、早く国見岳

に人が戻ってもらえるようにしてくださいとい

うことで、やっぱりこの迂回路は、シーズンに

よってはですね、皆さんが認知するようになる

とですね、行ったり来たりするのが多くなるの

かなと。地元の人はそれを願ってる方もいらっ

しゃいますので、どうしても混み合ってどちら

かが下がらせてですね、危ない道を行くような

ことがないように、やっぱり離合箇所はです

ね、適切なところに設けてあげたほうが、長期

になると思うのでですね、造っていただければ

なというお願いになります。ぜひそういうこと

で、うまくいけばですね、これで少しでも国見

岳のほうにお客さんが来るようなことで、泉の

観光にも少しでも寄与できればなというところ

ですので、よろしくお願いしたいと思います。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（谷口 徹君） 温泉センター線の件で

すけれども、温泉センターの営業に配慮した上

でですね、工事のほうをやっていただきたいと

思います。 

 以上です。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第４３号・令和５年度八代市一般会計補

正予算・第３号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○副委員長（谷川 登君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時４３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４７分 本会） 

◎議案第４６号・専決処分の報告及びその承認

について（令和４年度八代市一般会計補正予

算・第１４号（関係分）） 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 まず、議案第４６号・令和４年度八代市一般

会計補正予算・第１４号中、当委員会関係分に

係る専決処分の報告及びその承認についてを議

題とし、説明を求めます。 

○建設部長（西 竜一君） それでは、引き続

き、本委員会に付託されました議案第４６号・
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専決処分の報告及び承認についての令和４年度

八代市一般会計補正予算・第１４号の建設部所

管分につきまして、野間総括審議員兼次長に説

明いたさせますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○建設部総括審議員兼次長（野間卓志君） 建

設部の野間でございます。よろしくお願いしま

す。着座にて説明させていただきます。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○建設部総括審議員兼次長（野間卓志君） そ

れでは、お手元の議案第４６号・専決処分の報

告及びその承認についてをお願いいたします。 

 ２７ページをお開きいただき、中段の表を御

確認ください。 

 款７・土木費、項５・都市計画費、目５・区

画整理費は、補正額２１７０万円を増額補正し

１億７５２９万４０００円としております。 

 補正額の財源内訳につきましては、その他と

して２１７０万円。これは、八千把地区土地区

画整理事業保留地売払収入を財源としておりま

す。 

 補正額の内訳は、右の説明欄に記載のとお

り、八千把地区土地区画整理事業基金事業とし

て、節２４・積立金２１７０万円を積み立て、

増額したものでございます。 

 別冊の委員会資料、議案第４６号、建設部所

管分の２ページの保留地全体位置図を御確認く

ださい。 

 令和４年度は、凡例にあります水色の保留地

７区画を販売いたしました。そのうち、左上の

青囲みの保留地１２－１については、平成２８

年度から販売しており、これまで長く契約に至

らなかったため、令和４年度の本事業の積立

金、予算計上については、新規に販売を開始し

た図面中央に示す赤囲みの令和４年度新規保留

地６区画について予算計上をしておりました。

今回、青囲みの保留地１２－１が販売できたこ

とに加え、令和４年度新規保留地の６区画のう

ち、契約保留が１区画あり、基金への積立額が

年度末まで確定しなかったため、確定後に専決

処分を行ったものでございます。 

 以上、議案第４６号・専決処分の報告及びそ

の承認について、本委員会に付託されました建

設部所管分についての説明を終わります。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

○副委員長（谷川 登君） それでは、以上の

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） 以上で質疑を終了

いたします。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（山本幸廣君） １２－１が長年転売で

きなかったんですよね。これは別として、この

八千把の区画整理事業、長い長い年月をたどっ

ておるんですよね。最終的にめどは大体、めど

って言うといかん、事業の完成というのの方向

性は執行部としてはもうつかんでおられると思

うんですが、そこら、どうですか。意見の中で

意見じゃないんですけど、ちょっと質問になり

ますけども。 

○副委員長（谷川 登君） 意見として。 

○委員（山本幸廣君） 今、意見ですので、私

は意見として、答えれなければいいんですが、

そういう方向性の中でですね、いつ頃まで事業

の完了するかなということをよろしければ後で

私のほうにお知らせいただければと思います。 

○副委員長（谷川 登君） それでよろしいで

しょうか。ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、採決い

たします。 

 議案第４６号・令和４年度八代市一般会計補

正予算・第１４号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及び承認については、承認するに

賛成の方の挙手を求めます。 
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（賛成者 挙手） 

○副委員長（谷川 登君） 挙手全員と認め、

本案は承認されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時５３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５４分 本会） 

◎議案第４９号・市道路線の認定について 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４９号・市道路線の認定につい

てを議題とし、説明を求めます。 

○土木課長（福浦亮二君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

土木課の福浦でございます。 

 議案第４９号・市道路線の認定についてを説

明いたします。着座にて説明させていただいて

よろしいでしょうか。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○土木課長（福浦亮二君） それでは、議案書

によって説明させていただきます。 

 まず、議案書の４５ページをお開きくださ

い。 

 今回、認定をお願いする路線は、泉支所管内

の路線番号１５７号、落合線でございまして、

起点と終点につきましては、表にお示ししてい

るとおりでございます。 

 市道路線の認定につきましては、道路法第８

条第２項の規定により議会の議決を経る必要が

ありますことから、今回提案させていただいた

ものでございます。 

 議案書の４６ページに、認定路線の位置図を

示しておりますので、御確認ください。 

 この落合線につきましては、これまで県道と

して市民の生活で利用されておりました。今

回、熊本県の道路改良工事により新たにバイパ

ス道路が完成したことに伴い、地図に記載して

いる落合線を市道として認定するものでござい

ます。 

 なお、破線部分の新バイパス道路部分につい

ては、県道久連子落合線となる予定でございま

す。 

 以上で、議案第４９号・市道路線の認定につ

いての説明を終わります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○副委員長（谷川 登君） それでは、以上の

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（谷口 徹君） すみません、この新バ

イパス道路ですけども、県の仕事なんですが、

これでもう完成ですかね。延伸、先に伸びると

いうことはないですか。 

○泉支所産業建設課長（薄田智徳君） 延伸に

ついてでございますが、現時点では明確にお答

えできませんけれども、事業効果を上げるため

にも先の県道小川泉線へ接続できるように継続

して要望してまいりたいと思っております。 

○委員（谷口 徹君） 県道久連子落合線には

非常ですね、アクセスがよくなって、県道小川

泉線のほうがちょっと取り残されたような形で

したので質問いたしました。今のをお聞きし

て、要望のほうをお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第４９号・市道路線の認定については、

可決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○副委員長（谷川 登君） 挙手全員と認め、

本案は可決されました。 
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 執行部は御退席ください。 

（執行部 退席） 

○副委員長（谷川 登君） 以上で付託されま

した案件の審査は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

                              

◎所管事務調査 

・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

・生活環境に関する諸問題の調査 

（住生活基本計画について） 

（氷川町可燃ごみの受入れについて） 

○副委員長（谷川 登君） 次に、当委員会の

所管事務調査２件を一括議題とし、調査を進め

ます。 

 当委員会の所管事務調査は、都市計画・建設

工事に関する諸問題の調査、生活環境に関する

諸問題の調査、以上２件です。 

 このうち、都市計画・建設工事に関する諸問

題の調査に関連して１件、生活環境に関する諸

問題の調査に関して１件、執行部から発言の申

出があっておりますので、これを許します。 

 小会いたします。 

（午前１０時５９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時００分 本会） 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 それでは、まず、住生活基本計画について説

明を願います。 

○住宅課長補佐兼市営住宅係長（村上修一君） 

 おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）住宅課の村上でございま

す。 

 今回、改定作業を終えました八代市住生活基

本計画（案）について御説明をさせていただき

ます。着座にて御説明させていただきます。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○住宅課長補佐兼市営住宅係長（村上修一君） 

 資料は２部用意をさせていただいておりま

す。まず、資料１の住生活基本計画に関する説

明、こちらを御覧いただけますでしょうか。 

 それでは、１、改定の経緯でございますが、

この住生活基本計画といいますのは、平成１８

年に制定されました住生活基本法を基に、国と

各都道府県が制定する住生活の安定と向上を目

的とした計画となります。 

 この計画は、おおむね５年ごとに見直しが行

われ、国においては現状の情勢を考慮した新た

な住生活基本計画を令和３年３月に閣議決定さ

れました。それを受け、熊本県においては、翌

年である令和４年３月に熊本県住宅マスタープ

ランとして策定をされていらっしゃいます。 

 今回御説明させていただきますのは、八代市

住生活基本計画の改定版、いわゆる前計画の計

画年次が平成２５年５月から１０年間となって

おりましたので、令和５年度中に改定を行う必

要がございました。そのため、昨年度より策定

作業を進めており、このたび第２次八代市住生

活基本計画（案）の策定に至ったということで

ございます。 

 次に、２、委員会等の開催実績と３、改定案

策定までの経緯でございますが、この計画を策

定するために庁内に関係各課かいを構成メンバ

ーとする作業部会を、それに各分野の専門家を

メンバーとする策定委員会を設け、作業を行っ

てきました。各会の開催実績と協議内容、ま

た、策定作業については、資料に記載してある

とおりとなります。 

 資料の最後に今後のスケジュールを掲載して

おりますが、去る６月１２日から３０日の約３

週間をかけてパブリックコメントを実施してま
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いりました。市のホームページや本庁、あるい

は各支所にて計画案の掲示や御意見、御指摘等

の募集を行ったところ、実績としましては、残

念ながらゼロ件でございました。今月中には作

業を全て完了させまして、７月末にはホームペ

ージなどで公表をしていければというふうに考

えております。 

 それでは、今回改定版として策定しました第

２次八代市住生活基本計画（案）でございます

が、こちら、百数ページの内容を説明しますと

時間もかかりますので、今回は概要版として内

容を取りまとめたものを本日の説明用資料とし

て配付をさせていただいているカラーの資料と

なりますので、こちらのほうを御覧いただけれ

ばと思います。 

 本計画案につきましては、第１章はじめにか

ら、第７章計画の推進に向けてで構成をしてお

ります。 

 まず、第１章はじめにでは、計画の背景と目

的、位置づけと計画年次などを定めておりま

す。これは、先ほども御説明しましたので割愛

をさせていただきますけども、計画期間につき

ましては、令和５年から令和１４年までの向こ

う１０年間といたしております。 

 次に、第２章住生活を取り巻く現状について

でございます。社会環境の変化として、多発す

る自然災害、脱炭素社会やＳＤＧｓに向けた取

組の推進、あるいは住環境や働き方の変化など

の現状を踏まえまして、また一方では、国や県

の動向や本市の第２次総合計画などの各種計画

との整合性を図りながら、本市に置かれている

様々な現況、土地利用や人口推移など、現状を

整理した中で見えてきたこととして、中ほどに

ありますけども、６５歳以上の単身世帯や独り

親世帯が増加傾向にあるということ、また、持

家率が高いが、近年は市街地部で民間借家が増

加傾向にあるということ、さらに、空き家率が

１５.６％と県平均より高く、増加傾向にある

という、こういったことが分かりました。 

 次に、第３章市民アンケート、事業者ヒアリ

ングの調査結果を掲載をしております。市民ア

ンケートは、市民の方約３０００人の方を抽出

しまして、サンプル数１１１４人、回収率３

８％となっております。事業者ヒアリングは、

市内の住宅や不動産関連を業とする事業者への

ヒアリングを行っております。 

 まず、市民アンケートの結果を見てみます

と、市民の皆さんは八代に住み続けたいという

居住意向が非常に高いという、こういった結果

が出ております。一方、熊本地震や令和２年７

月豪雨災害の経験から、全般的に自然災害に強

い安全な住環境づくりが重要であると考える方

が多く、ほかに、公共交通や買物などの利便性

について不満があるということや、そのほか

に、増え続ける空き家対策の充実を求めている

ということが分かりました。 

 また、年代別で見てみますと、２０代、３０

代では、子育て世代に対する住宅確保の支援、

そして、中高年齢世代では、高齢者などへの生

活の支援を望んでいるということが分かりまし

た。 

 次に、第４章住生活に関する課題としまして

は、現状分析、アンケート調査などを踏まえ、

４つの視点で課題整理を行っております。 

 まず１番目が、災害に備え安全に暮らせる住

まいの確保です。これは、先ほどお伝えしまし

た熊本地震や令和２年７月豪雨災害のような大

規模災害に対して、住宅や住環境における安全

性の確保に向けた取組が必要であるというこ

と。 

 ２番目が、誰もが安心して暮らせる住まいの

確保として、高齢者や障害者を含めた誰もが安

心して暮らせ、特に、高齢者や子育て世代が暮

らしやすい住環境の整備が求められているとい

うこと。また、住宅確保要配慮者へのセーフテ

ィーネットの支援として、市営住宅などへの入
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居促進が必要であるということ。 

 ３番目が、快適に暮らせる住環境の確保とし

て、持続可能な社会の構築に向け、増加する空

き家などを含む住宅ストックの活用促進とし

て、脱炭素社会の実現に向けた再生可能エネル

ギーの導入促進や木材の利用、そして、リフォ

ームの促進などが必要だということ。 

 最後、４番目として、八代市および各地域の

特性を活かした住環境の確保として、地域特性

を活かした豊かな住環境の確保やニューノーマ

ル社会への対応として、新しく生まれた常識や

状態への対応がこれからは必要だということで

す。 

 これらのことを踏まえて、第５章で基本理念

と目標を設定をしております。 

 まず、基本理念として、やつしろの魅力を活

かした安全・安心、快適で持続可能な住生活の

実現としております。 

 また、基本目標として、基本目標の１、災害

に備え安全に暮らせる住まい・まちづくり、基

本目標の２として、誰もが安心して暮らせる住

まい・まちづくり、基本目標３、快適に暮らせ

る住まい・まちづくり、基本目標４、八代市お

よび各地域の特性を活かした住まい・まちづく

りとしております。 

 この４つの基本目標に関する住宅施策の展

開、そして、個別の取組事例を第６章住宅施策

の展開として、様々な具体的な取組方策を記載

しております。今回は時間の都合上、全ては説

明いたしませんが、第５章で示しました４つの

基本目標の実現に向けて考えられる施策及び取

組を掲載をしております。 

 さらに、住生活基本計画の目標実現に向けた

基本方針について、その達成状況を市民や住宅

関連事業者、行政などが評価できるように成果

指標を定めております。それぞれの施策がどれ

くらい達成できているか、すなわち施策の成果

を把握していくためのものとして、１０年間で

目指していく数値目標の項目と水準を成果指標

として示しています。この指標を定期的に検証

していくことで目標の達成状況を評価し、その

結果を踏まえ、施策などの見直しを適宜行って

まいります。中間年次の令和９年に中間年次と

しての評価、そして、最終年次の令和１４年に

目標としての評価を行いまして、次の計画に反

映をさせていきたいというふうに考えておりま

す。 

 最後に第７章計画の推進に向けてとして、庁

内の体制づくりや国、県との広域的な連携、あ

るいは民間事業者との連携、それに市民との協

働を図ってまいりたいと、このように考えてお

ります。 

 以上が、第２次八代市住生活基本計画（案）

の概要となります。 

 説明は以上でございます。どうぞよろしくお

願いをいたします。 

○副委員長（谷川 登君） 本件について何か

質疑、御意見はありませんか。 

○委員（太田広則君） ありがとうございま

す。ちょっと確認です。第６章のところの市営

住宅の長寿命化計画改善事業実施率が、令和１

４年度で１００％を目標というのは分かるんで

すけども、令和９年度で９３％、５年間で７％

ですよね。令和２年が、今、３７.３％という

ことで、すごいスピードアップでこの１４年に

向かっていくんじゃないかなという気がしてな

らないんですが、令和５年度、今はどのぐらい

の実施率なんでしょうか。 

○住宅課長補佐兼市営住宅係長（村上修一君） 

 こちらについては、２年前である令和３年２

月に策定しました第２期八代市営住宅長寿命化

計画なんですけども、こちらは１０年計画であ

る令和１２年度までの計画につきましては、現

在のところ若干遅れはあるものの、履行できる

ように毎年度予算化を行って計画的な修繕に努

めているところでございます。 



 

－16－

 今回は令和１４年度までの計画期間としてい

るため、１２年度まで長寿命化計画に位置づけ

ている計画修繕を、２年遅れの令和１４年度ま

でに１００％にですね、達成できるようにした

いというふうに考えておりますので、現在のと

ころについては３７.３％なんですけども、令

和５年では４０％近くには行っているというよ

うなところでございます。 

○委員（太田広則君） いいんだけど、相当な

タイトなパーセントアップだなあと言ってるん

で、具体的にはどういうことが進む――相当の

スピードで行きますよね。５年から９年の間

に、今５０ぐらいだとして、４０％ぐらいの計

画で行くっちゅうことは何か根拠が。要は、市

営住宅は非常に老朽化してるんで、長寿命化を

どんどん進めるんだなという、この目標に見え

るもんですから、何か納得できるような、パー

センテージがこんなにアップするという根拠を

ちょっと聞いておきたいなと思ってるんですけ

ど。 

○住宅課長補佐兼市営住宅係長（村上修一君） 

 正直言ったところ、根拠というのはないんで

すけども、この長寿命化計画に基づく計画にし

っかりと履行できるように予算化をしてです

ね、今、お話しさせていただいたとおり２年遅

れで履行してるような状況なんですけども、そ

の２年遅れを令和１４年、この住生活基本計画

の目標年次に向けてしっかりと履行できるよう

というふうに、私ども考えているところでござ

います。 

○委員（太田広則君） いいんですけど、今か

らの話なんで。 

 これ、中間発表というか、我々建設環境委員

会にはその都度何かこの進捗率というか、ある

んですかね。令和９年に今度は我々に説明とい

う形になるんですか。 

○住宅課長補佐兼市営住宅係長（村上修一君） 

 評価検証についてはですね、毎年度、自前で

ですね、今後行っていきたいというふうに思っ

ておりまして、まず、中間年度については国と

県が５年ごとに見直しを行いますので、その見

直し結果を踏まえて市独自でですね、評価検証

を行ったものを、見直しをできるものは見直し

を行う。そういったことを今後行っていければ

というふうに考えております。 

○委員（太田広則君） 市営住宅のですね、老

朽化してるのを重々分かった上で質問してるん

で、このパーセントを本当にこの計画どおりで

すね、いけるようによろしくお願いしときま

す。 

 以上です。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 今、村上課長補佐から

説明を受けてですね、本当にこれだけよく関係

各位の方々がまとめて基本計画をつくっていた

だいたなということを感心を今しております。 

 説明の中でもあったようにですね、私は、こ

れの計画を令和１４年かな、最後、私は生きて

おるか分からないんですけども、本当にすばら

しい計画の中で、どうしても最終的には予算が

伴うんですよね。予算が伴って本当の快適な住

まいづくりをこの八代市は、よその自治体より

短期間の中で計画どおり進めたと。結果として

ですね、進めたというのがですね、市民の方々

も含めてそういう認識を持つようなですね、私

は、基本計画であってほしいなというふうに思

いますし、この予算が、担当としては計画しま

したから、いろんなところに予算が伴うと思う

んですけども、国、県が八代市の中で住生活基

本法からずっとですね、県は新しいくまもと創

造に向けた基本方針、八代市は第２次八代市総

合計画の中で令和７年までの中で、令和１４年

までに基本計画を進めていくと。国と県と八代

市の予算、この全体の予算の補助率というのは

ほとんど確認の上でこの計画をつくられたんで
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すね。そこら辺りをちょっと確認させてくださ

い。 

○住宅課長補佐兼市営住宅係長（村上修一君） 

 このまさしく住生活基本計画といいますの

は、住宅政策を総合的に進める上の最上位計画

でございます。行政内部はもとより、民間事業

者への、そしてまた住民に対して、住宅政策の

将来目標とその実現方法を示す計画として機能

してます。 

 また一方、この計画をつくることによって社

会資本整備総合交付金の活用ができるというこ

とができます。これは、４５％活用ができます

ので、約半分の補助を活用して新たな住宅を造

る、あるいは計画的な大規模修繕を行うという

ものに財源として充てる計画とさせていただい

ております。 

○委員（山本幸廣君） 今、お聞きしてから少

し安堵したんですけども、そのパーセントを上

げるためにもですね、私は、最近、八代市の負

担率を下げて、県、国の補助率を上げていただ

きたいという要望、常に担当の方々にもお願い

してるんですけども、我々も、議会も努力しな

いけません。それは、八代市の財政を見ながら

ですね、こういう発言をしとるわけですよね。

今回についても２分の１、５０％ぐらいという

ことで、それを６０％にするのか、７０％にす

るのか、なるだけ市の負担を下げながら新しい

新住生活基本計画の中でですね、実施をしてい

ただければなと、そのように思って、今、説明

の中でふと感じたもんですから、こういう質疑

をしたわけでありますので、よろしくお願いし

ときます。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（木村博幸君） この概要版ですが、先

ほど山本委員も言われたように、非常に今後の

１０年間を明るく照らすような非常によい内容

によくまとめられてあるなと思います。成果指

標がやっぱり太田委員も言われたように、過程

が少し飛んでるところもありますが、逆にこれ

でいいのかなというところもあるんです。それ

は、やっぱり庁内連携、国、県といろいろ進め

ると最後にありましたが、その中、何ですか

ね、脱炭素社会に向けた取組のところの推進で

すけど、それが絡むのが太陽光発電システムの

普及率ですけど、この辺については現状が１

２.９％より少し上がったぐらいで、令和９年

で１７.８ですが、実は２０３０年、国が目指

すＣＯ２削減ですね、カーボンニュートラルが

２０５０年に向けた中の流れの過程の中、達成

していくハードルは高いんですが、別の部署で

もやってらっしゃると思いますが、市民環境部

でやってらっしゃると思いますが、今年度、恐

らく、去年予算を使って排出量を見つけてきた

ところで、今年はこういうふうにやって２０３

０年、２０５０年に向かっていくロードマップ

みたいなことが多分出てくると思うんですよ。

その中、太陽光発電システムは市としてはどの

ぐらい普及しましょうというのが多分出てくる

かなという、そういう時期だと思います。それ

が照らし合わせて令和１４年度が２１.４％、

線を引っ張るとですね、その辺にあるのかなあ

というのが少し低いんじゃないかな。ちょっと

こう、私は分かりませんけど、もう少し上げて

いく必要があるのかなとちょっと。成果指標と

してはもう少し上を目指されたらいいのかなと

いうのと、やっぱり市民環境部とすり合わせし

て数値を合わせ込まれたらいいかなと思います

が、それについてのすり合わせとかはあったん

でしょうか。 

○住宅課長補佐兼市営住宅係長（村上修一君） 

 こちらの数値目標については、環境課のほう

と打合せをさせていただきまして、毎年度の成

果指標に基づいて大体このくらいであろうとい

うことを算定して目標値のほうを設定させてい

ただいております。 
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 確かに低いということはあるかもしれないん

ですけども、実績としてこのような数字になっ

たということでございます。 

○委員（木村博幸君） 分かりました。あくま

でもこれは住宅というところの太陽光で、例え

ば企業さんとかですね、ほかの公共施設とか、

そういったところはどんどん進むのかもしれま

せん。トータルで排出量ということでの住宅で

いくというお話であればそれでいいと思いま

す。ありがとうございました。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上

で、住生活基本計画について終了します。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午前１１時２１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２３分 本会） 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 次に、氷川町可燃ごみの受入れについて説明

願います。 

○市民環境部長（嶋田和博君） 市民環境部で

ございます。引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

 本日の所管事務調査で報告をさせていただき

ますのは、氷川町可燃ごみの受入れについての

報告でございます。 

 平成３０年の２月、八代市長と氷川町長との

間で、確認書が取り交わされております。その

内容といたしましては、将来、氷川町のごみを

ですね、八代市環境センターで受け入れる方向

で、事務委託による協議を進めていくことを確

認されております。 

 これに基づきまして、今般、協議結果がある

程度整いましたので、その件につきまして御報

告をさせていただきたいと思います。 

 報告につきましては、循環社会推進課の田中

課長が報告いたします。よろしくお願いしま

す。 

○循環社会推進課長（田中和彦君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）循環社会推進課、田中です。着座にて

説明させていただいてよろしいでしょうか。 

○副委員長（谷川 登君） どうぞ。 

○循環社会推進課長（田中和彦君） 失礼いた

します。 

 それでは、お配りしております資料を基に御

説明をさせていただきます。 

 氷川町ごみの受入れに関する主要事項でござ

います。 

 まず経緯ですけれども、今、部長のほうから

もございました平成３０年２月、クリーンセン

ターの閉鎖に伴うごみ処理の事務についての協

議を進めることを氷川町と確認をいたしており

ます。 

 平成３０年７月、こちらは、現在の八代市の

環境センターの稼働が仮の試運転が開始される

ことを受けまして、旧４町分、千丁町、鏡町、

東陽町、泉町のごみ処理に関する事務を八代生

活環境事務組合より八代市のほうへ移管をして

おります。 

 令和２年１月、氷川町より令和６年度からの

事務委託について、正式な依頼が来てございま

す。 

 令和２年３月、氷川町のごみ減量化を前提に

協議を開始する旨を、八代市から回答いたして

おります。 

 令和２年４月から委託方法、費用等について

の協議を開始いたしました。 

 しかしながら、御存じのとおり令和２年７月

の豪雨災害等がございました関係から、本格的

な協議は令和３年度からスタートしておるとこ

ろでございます。 

 そして、令和５年６月、副市長、副町長出席

による協議において、下記事項につきまして一
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定の合意を受けられたものでございます。 

 ２点目、合意事項でございますけれども、ま

ず、合意事項の１、令和６年４月１日から環境

センターで氷川町の燃えるごみの焼却処理を開

始する。２、委託形態は地方自治法に基づく事

務委託を予定。３、氷川町は、環境センターの

建設費の一部について応分を負担する。４、氷

川町は、環境センターの運転費、いわゆるラン

ニングコストですけれども、これについてごみ

処理量で案分した金額を負担する。５、氷川町

は、環境センターの管理委託先との追加費用、

いわゆる追加契約金になりますけれども、こち

らについてその全額を負担する。６、氷川町

は、将来、環境センターを解体する際には、そ

の費用について応分を負担する。この６点が基

本の合意事項でございます。 

 今後のスケジュールですけれども、この合意

に関しまして、８月７日、市長、町長によりま

す覚書の締結を行う予定としております。 

 次に、２、事務委託に関して定めた規約を９

月定例会で御審議をいただきたいと思っており

ます。こちらにつきましては、氷川町議会でも

同様の規約を審議するため、形といたしまして

は同文議決の形となる予定となっております。 

 ３、９月定例会後、この同文議決が終了した

後、事務委託の届出を県のほうに提出いたしま

す。こちらにつきましては、あくまでも同文議

決が成立していることが条件となります。 

 以上で説明と報告を終わらせていただきま

す。 

○副委員長（谷川 登君） 本件について何か

質疑、御意見等はございませんか。 

○委員（木村博幸君） この件についてです

ね、遡って一番最初から事務委託ということで

これは話が進められたというふうに、流れにな

っております。このごみ受入れ、環境センター

のところでいくと、恐らくですね、委託の方法

は事務委託と業務委託と２種類あったかと思い

ます。それで、この委託の方法が事務委託にな

ったメリット、デメリットがあると思うんです

ね。その辺の説明が、ちょっとこう確認してお

きたいなと思いまして、分かりやすく説明して

いただければと思います。 

○市民環境部長（嶋田和博君） 今の委員おっ

しゃったのは、事務委託と、もう一つの業務委

託というのは、民法上の委託契約を指している

ものと理解しますが、それぞれにデメリット、

メリットというのがあるわけですけども、例え

ば民法上の委託契約となりますと、その契約に

ついては首長同士の一存で成立します。 

 一方、事務委託となりますと、地方自治法の

規定によりまして、そのルールであります。規

約を制定して議会に提案をして議決をいただく

というような手続になります。 

 そして、経費面でいきますと、民法上の業務

委託になりますと、単純にごみ処理の受入れと

いうことになります。あらかじめトン当たりの

単価を定めまして収入を得るという形になりま

すが、事務委託になりますとその都度、毎年決

算をして必要経費を請求するという形になりま

す。 

 私どもといたしましては、事務委託にするこ

とによる手続は煩雑にはなりますものの、議会

に提案をし、そして、議決をいただくことによ

ってしっかりと民意を反映させるという意味合

いで丁寧に進めていきたいなというのと、毎年

度決算をして、しっかりかかった経費について

はいただくというようなことで、事務委託のほ

うを選択したところでございます。 

○副委員長（谷川 登君） よろしいですか。 

○委員（木村博幸君） はい。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

○委員（谷口 徹君） 経緯の説明の中に、令

和２年３月、氷川町のごみ減量を前提にと書い

てありますけども、氷川町のごみ減量の取組は
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どのようになるか、今、分かってる段階で教え

ていただければと思います。 

○循環社会推進課長（田中和彦君） 氷川町に

おかれましては、この八代市との協議を開始す

るに当たりまして、以前八代市もやっておりま

したけども、今、ごみの非常事態宣言等を行わ

れてごみの減量化に取り組まれております。直

近のデータでございますけれども、過去１０年

ほどで一番ごみの量が多かったときが、氷川町

が平成２８年度、約、年間で３８００トンほど

クリーンセンターで焼却を行われておりました

けれども、昨年度、令和４年度ですけれども、

約３０００トン、年間３０００トンほどまで氷

川町のほうが減量化を行われておるというふう

に資料のほうはいただいております。 

 以上です。 

○副委員長（谷川 登君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上で

氷川町可燃ごみの受入れについて終了いたしま

す。 

 執行部は御退席ください。 

（執行部 退席） 

○副委員長（谷川 登君） そのほか当委員会

の所管事務調査については、何かありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） なければ、以上で

所管事務調査２件について、調査を終了いたし

ます。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き、閉

会中の継続調査の申出をしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 最後に、本委員会の管外行政視察について協

議をします。 

 小会いたします。 

（午前１１時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３５分 本会） 

○副委員長（谷川 登君） 本会に戻します。 

 それでは、本委員会の派遣承認要求の件につ

いてお諮りいたします。 

 本委員会は、令和５年８月２日から４日まで

の３日間、山口県防府市、広島県呉市、広島県

東広島市へ、生活環境に関する諸問題の調査の

ため、管外行政視察を行うとし、議長宛て派遣

承認要求の手続をとらせていただきたいと思い

ますが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副委員長（谷川 登君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了しまし

た。 

 これをもって建設環境委員会を閉会します。 

（午前１１時３６分 閉会） 
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